
第５章 新型感染症による影響の検討

１ 主旨 

本審議の実施期間中にコロナと呼ばれる急性呼吸器疾患の感染症が世界的

に流行し、2020 年 4 月 7 日に東京都をはじめ 7 都府県に緊急事態宣言が発令、

4 月 16 日には全国に発令が拡大された。それに伴い、感染拡大を抑制するため

に人と人との接触を極力避ける「新しい生活様式」が示される等、人々の価値

観、生活の仕方が従来とは大きな変化が求められる状況となった。 

ここまでの検討に活用してきた「将来社会像」は、コロナが流行する前（2019

年）の審議で決定したために、コロナがもたらした社会的影響は考慮されてい

ない。そこで、コロナが人々の考え方、社会全体の流れにどのような変化をも

たらしたのかを把握し、「将来社会像」「地震時の問題」にいかなる影響を与え

るかを検討した。 

２ 確認作業手順 

  以下の流れで検討を進める。 

⑴ コロナ後の社会像に関する情報収集

コロナ後の社会の様相を把握するために、コロナ後の変化を主題としてい

る書籍等を収集する。収集した書籍等から、コロナが中長期的に影響を及ぼ

すとしている記述を抽出する。取り上げる情報の基準を表 5-1-1 に示す。 

⑵ 将来社会像、地震時の問題への影響の整理とキーワード設定

抽出した記述から、「将来社会像」、「地震時の問題」への考えられる影響を

検討し、影響を表すキーワードを設定する。 

⑶ コロナの影響が「将来社会像」「地震時の問題」に与える影響

キーワードごとの「将来社会像」「地震時の問題」（60 個）との関係を紐付

けし、該当する影響について考察する。 

⑷ 本審議への反映

検討を重ねてきた審議内容に対し、考慮すべきコロナの影響について検討

する。 
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表 5-1-1 取り上げる情報と取り上げない情報 

取り上げる

情報 

・社会の在り方、人々の価値観・認識に影響を与えるもの  
例）個人情報開示への寛容、協働志向、居住・職場の分散化（脱東京） 

・人々の生活スタイル、ワークスタイル等の根本的な変化を促すもの  
例）コミュニケーションの方法論の多様化（WEB 会議等）、在宅勤務 

取り上げな

い情報 

・コロナの影響による何らかの遅延、先送り 
 例）東京五輪等の各種イベント開催 

・短期的な影響に留まるもの       
  例）インバウンド観光客の激減、移動の自粛 
・経済的な変動に留まるもの       
  例）業界毎の売り上げ利益変動、企業活動の動向 

 
３ コロナ後の社会像に関する情報収集と影響キーワード 

コロナ後の変化を主題としている書籍・雑誌 1）～8）を対象とし、中長期的な影

響を及ぼすとしている記述を抽出した。各資料の該当箇所を抜粋し、抽出した

記述から、「将来社会像」、「地震時の問題」への考えられる影響を検討し、影響

を表すキーワードを表 5-1-2 に整理した。 
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表
5
-
1
-
2
 

該
当

箇
所

の
抽

出
及

び
「

地
震

時
の

問
題

」
へ

の
影

響
の

推
定

（
1
/
4
）

 

資
料

名
該

当
箇

所
（

抜
粋

）
将

来
社

会
像

、
地

震
時

の
問

題
へ

の
影

響
影

響
キ

ー
ワ

ー
ド

『
日

経
B

P
ム

ッ
ク

 
見

え
て

き
た

７
つ

の
メ

ガ
ト

レ
ン

ド
 

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
』

日
経

B
P1

）

①
分

散
型

都
市

、
大

都
市

化
の

終
焉

大
都

市
の

機
能

が
地

方
へ

分
散

し
て

い
く

。
（

p.
14

5）
東

京
か

ら
地

方
へ

の
分

散
、

東
京

の
な

か
で

も
郊

外
へ

の
分

散
が

一
定

程
度

進
む

可
能

性
が

あ
る

。
都

心
部

の

高
層

マ
ン

シ
ョ

ン
増

加
傾

向
が

弱
ま

る
可

能
性

も
あ

る

こ
と

を
視

野
に

入
れ

て
お

く
必

要
が

あ
る

。

地
方
・
郊

外
へ

の
分

散

②
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ
（

人
々

の
行

動
が

す
べ

て

追
跡

さ
れ

る
社

会
）

監
視

社
会

化
の

懸
念

が
あ

る
が

、
適

切
な

主
体

が
透

明
性

の
高

い
情

報
管

理
を

徹
底

す
れ

ば
新

た
な

価
値

を
生

み
出

す
可

能

性
が

あ
る

。
（

p.
15

3）

制
度

や
技

術
へ

の
信

頼
が

増
し

、
個

人
情

報
の

提
供

に

よ
る

各
種

官
民

サ
ー

ビ
ス

の
享

受
が

日
常

化
す

る
可

能

性
が

あ
る

。
特

に
災

害
時

に
何

ら
か

の
支

援
を

必
要

と

す
る

者
（

障
が

い
者

、
高

齢
者

等
）

に
つ

い
て

は
、

一

定
の

個
人

情
報

（
所

在
、

服
用

す
る

薬
、

関
係

者
連

絡

先
等

）
を

管
理

す
る

仕
組

み
が

出
来

る
可

能
性

が
あ

る
。
 

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ト

レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

の

浸
透

③
ニ

ュ
ー

リ
ア

リ
テ

ィ
（

オ
ン

ラ
イ

ン
の

日
常

へ
の

浸
透

）

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
等

が
日

常
化

し
て

い
く

。
ま

た
、
岩

盤
規

制
の

象
徴

で
あ

っ
た
「

初
診

か
ら

の
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

」
が

コ
ロ

ナ
対

策
の

一
環

で
解

禁
さ

れ
た

。
（

p.
15

5）

様
々

な
官

民
サ

ー
ビ

ス
が

オ
ン

ラ
イ

ン
化

さ
れ

、
高

齢

者
も

含
め

て
オ

ン
ラ

イ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
活

用
が

日
常

化

す
る

。
ネ

ッ
ト

上
で

出
来

る
こ

と
が

増
す

一
方

で
、

災

害
時

に
そ

の
ネ

ッ
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
途

絶
す

る
リ

ス

ク
が

増
す

こ
と

に
な

り
、

ネ
ッ

ト
と

リ
ア

ル
の

使
い

分

け
と

い
っ

た
リ

ス
ク

対
応

の
重

要
性

が
増

し
て

い
く

。

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ

ョ
ン

の
加

速

④
職

住
融

合
（

オ
フ

ィ
ス

と
住

宅
の

そ
れ

ぞ
れ

が
変

わ
る

）

テ
レ

ワ
ー

ク
の

増
加

に
よ

り
、
住

宅
、
オ

フ
ィ

ス
、
移

動
手

段

（
道

路
等

）
が

根
本

的
に

変
化

す
る

。
20

世
紀

の
ま

ち
づ

く
り

は
「

大
箱

都
市

（
大

箱
を

つ
く

っ
て

人
を

集
め

る
）
」

だ
っ

た

が
、
「

逆
大

箱
化

」
に

シ
フ

ト
す

る
（

隈
研

吾
氏

）
。
（

p.
16

1）
 

在
宅

勤
務

の
普

及
に

よ
り

、
地

域
（

住
宅

地
）

の
昼

間

人
口

が
増

え
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

も
視

野
に

入
れ

て

お
く

。

在
宅

勤
務

の
日

常

化
に

よ
る

昼
間

人

口
の

分
散

化

⑤
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

テ
ッ

ク

「
密

」
回

避
社

会
を

実
現

す
る

非
接

触
技

術
が

興
隆

す
る

。

（
p.

16
7）

 

対
人

ロ
ボ

ッ
ト

、
V

R
、
遠

隔
サ

ー
ビ

ス
な

ど
の

新
技

術

を
防

災
や

避
難

、
救

助
活

動
等

の
場

面
で

活
用

で
き

る
。
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ス

テ
ッ

ク
の

高
度

化

と
普

及

『
コ

ロ
ナ

後
の

世
界

』

文
芸

春
秋

2）
 

マ
ッ

ク
ス
・
テ

グ
マ

ー
ク

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

と
の

戦
い

は
情

報
戦

。
そ

の
象

徴
が

コ
ン

タ
ク

ト
・
ト

レ
ー

シ
ン

グ
。
ス

マ
ホ

の
位

置
情

報
や

監
視

カ
メ

ラ
の

映
像

な
ど

か
ら

、
陽

性
者

の
行

動
履

歴
を

明
ら

か
に

す
る

こ

と
。
中

国
の
「

健
康

コ
ー

ド
」
が

代
表

例
。

A
I は

ビ
ッ

グ
デ

ー

タ
（

接
触

履
歴

、
移

動
履

歴
、
体

温
な

ど
の

個
人

情
報

を
含

む
）

を
集

め
て

感
染

者
を

見
極

め
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

。
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

守
り

な
が

ら
。
（

p.
55

）
 

人
の

動
き

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
技

術
が

高
度

化
し

、

我
々

の
日

常
の

中
に

埋
め

込
ま

れ
て

い
く

。
個

々
人

の

行
動

履
歴

や
所

在
情

報
を

（
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
確

保
を

前

提
に

）
共

有
す

る
仕

組
み

が
構

築
さ

れ
て

い
け

ば
、

災

害
時

の
地

域
で

の
助

け
合

い
、

救
助

活
動

で
の

活
用

に

つ
な

が
っ

て
い

く
可

能
性

が
あ

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ト

レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

の

浸
透
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表
5
-
1
-
2
 

該
当

箇
所

の
抽

出
及

び
「

地
震

時
の

問
題

」
へ

の
影

響
の

推
定

（
2
/
4
）

 

表
5
-
1
-
2
 

該
当

箇
所

の
抽

出
及

び
「

地
震

時
の

問
題

」
へ

の
影

響
の

推
定

（
3
/
4
）

 

資
料

名
 

該
当

箇
所

（
抜

粋
）

 
将

来
社

会
像

、
地

震
時

の
問

題
へ

の
影

響
 

影
響

キ
ー

ワ
ー

ド
 

『
コ

ロ
ナ

後
の

世
界

』
文

芸
春

秋
2
）

リ
ン

ダ
・

グ
ラ

ッ
ト

ン

（
人

材
論

・
組

織
論

）

新
型

コ
ロ

ナ
の

流
行

が
収

ま
っ

た
後

も
、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
な

勤

務
形

態
や

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
を

続
け

た
い

と
考

え
て

い
る

人

だ
っ

て
少

な
く

な
い

は
ず

で
す

。
せ

っ
か

く
マ

ス
タ

ー
し

た
デ

ジ
タ

ル
・
ス

キ
ル

を
こ

れ
か

ら
も

活
用

し
た

い
と

い
う

人
も

間

違
い

な
く

多
い

で
し

ょ
う

。
イ

ギ
リ

ス
で

は
3
0
％

の
人

が
今

後
も

在
宅

勤
務

を
続

け
た

い
と

思
っ

て
い

る
と

の
調

査
結

果

が
出

て
い

ま
す

。
日

本
で

も
3
0
％

と
ま

で
は

い
か

な
く

て
も

、

1
5
～

2
0
％

ほ
ど

の
人

が
在

宅
勤

務
を

続
け

て
い

き
た

い
と

考

え
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
つ

ま
り

、
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
時

代
の
「

新
し

い
生

活
規

範
」
が

確
立

さ
れ

つ
つ

あ
る

と
い

う
こ

と
で

す
。
（

p
.
8
4
）

在
宅

勤
務

の
普

及
に

よ
り

、
地

域
（

住
宅

地
）

の
昼

間

人
口

が
増

え
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

も
視

野
に

入
れ

て

お
き

た
い

。
 

在
宅

勤
務

の
日

常

化
に

よ
る

昼
間

人

口
の

分
散

化
 

同
上

 
と

は
い

え
、
日

本
の

生
活

様
式

や
住

宅
環

境
が

在
宅

勤
務

の
ハ

ー
ド

ル
に

な
っ

て
い

る
こ

と
も

承
知

し
て

い
ま

す
。
東

京
は

世

界
で

最
大

の
都

市
の

ひ
と

つ
で

す
が

、
人

口
密

度
も

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

で
す

。
そ

の
結

果
、
欧

米
と

比
較

す
れ

ば
狭

い
一

戸
建

て

や
マ

ン
シ

ョ
ン

に
住

ん
で

い
ま

す
。
部

屋
数

の
少

な
い

マ
ン

シ

ョ
ン

に
家

族
と

住
ん

で
い

れ
ば

在
宅

勤
務

を
す

る
の

は
ち

ょ

っ
と

難
し

い
で

し
ょ

う
。
東

京
に

住
ん

で
い

る
友

人
は
「

狭
い

部
屋

に
ず

っ
と

閉
じ

こ
も

っ
て

仕
事

を
し

て
い

る
と

頭
が

お

か
し

く
な

り
そ

う
だ

」
と

言
っ

て
い

ま
し

た
。
…

今
回

の
パ

ン

デ
ミ

ッ
ク

を
東

京
一

極
集

中
を

緩
和

す
る

契
機

と
と

ら
え

る

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
地

方
に

高
性

能
の

ブ
ロ

ー
ド

バ

ン
ド

環
境

を
整

備
し

て
、
都

市
か

ら
の

移
住

を
奨

励
す

る
チ

ャ

ン
ス

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
（

p
.
8
5
－

8
6
）

在
宅

勤
務

の
動

き
は

、
東

京
の

住
宅

事
情

（
サ

イ
ズ

、

立
地

等
）
を

変
え

て
い

く
こ

と
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

。

あ
る

程
度

の
サ

イ
ズ

を
確

保
で

き
る

周
辺

エ
リ

ア
に

緩

や
か

に
分

散
し

て
い

く
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

視
野

に

入
れ

て
お

く
。

 

在
宅

勤
務

の
日

常

化
に

よ
る

昼
間

人

口
の

分
散

化
 

地
方
・
郊

外
へ

の
分

散
 

『
コ

ロ
ナ

後
の

世
界

』
文

芸
春

秋
2
）
 

ス
コ

ッ
ト
・
ギ

ャ
ロ

ウ
ェ

イ
（

経
営

学
者
・
連

続
起

業
家

）

こ
の

ウ
ィ

ル
ス

が
経

済
に

及
ぼ

す
影

響
は

、
「

変
化

の
担

い
手

（
c
h
a
n
g
e
 

a
g
e
n
t
）
」

と
い

う
よ

り
も

、
「

促
進

剤

（
a
c
c
e
l
e
r
a
n
t
）
」

と
し

て
の

側
面

が
強

い
よ

う
で

す
。

（
p
.
1
5
9
）

 

コ
ロ

ナ
前

に
展

望
し

て
い

た
将

来
像

（
の

一
部

）
が

意

外
に

早
く

実
現

し
、

そ
こ

か
ら

ま
た

新
た

な
変

化
を

生

み
出

し
て

い
く

こ
と

を
見

込
ん

で
お

く
必

要
も

あ
る

。

社
会

変
化

の
迅

速

化
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資
料

名
 

該
当

箇
所

（
抜

粋
）

 
将

来
社

会
像

、
地

震
時

の
問

題
へ

の
影

響
 

影
響

キ
ー

ワ
ー

ド
 

『
コ

ロ
ナ

後
の

世
界

を

語
る

』
朝

日
新

聞
社

3
）
 

イ
ア

ン
ブ

レ
マ

ー
（

国
際

政
治

学
者

）

…
オ

ー
ト

メ
ー

シ
ョ

ン
（

自
動

化
）
も

進
み

、
世

界
の

経
済

人

が
将

来
の

も
の

と
し

て
予

想
し

て
い

た
第

4
次

産
業

革
命

が

一
気

に
進

み
ま

す
。
（

p
.
7
6
）

 

生
活

、
産

業
等

に
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ

ン
化

が
加

速
度

的
に

進
展

す
る

。
そ

れ
を

前
提

に
し

た

新
た

な
消

火
・

救
助

活
動

の
可

能
性

が
開

か
れ

る
一

方

で
、

そ
れ

が
途

絶
し

た
場

合
の

リ
ス

ク
が

高
ま

る
こ

と

に
な

り
、
そ

の
両

面
へ

の
配

慮
が

必
要

に
な

っ
て

く
る

。
 

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ

ン
化

の
浸

透

『
コ

ロ
ナ

後
の

世
界

を

語
る

』
朝

日
新

聞
社

3
）
 

鎌
田

實
（

医
師

）
 

ビ
ヨ

ン
ド

コ
ロ

ナ
の

よ
り

良
き

社
会

を
見

据
え

、
今

後
の

こ
と

を
見

越
し

た
取

り
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
人

と
人

と
の

関
係

で
あ

れ
ば

、
フ

ィ
ジ

カ
ル

デ
ィ

ス
タ

ン
シ

ン
グ

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

コ
ネ

ク
テ

ィ
ン

グ
（

物
理

的
に

距
離

を
取

り
、
社

会
的

に

つ
な

が
る

こ
と

）
が

大
切

に
な

っ
て

く
る

。
ど

う
す

れ
ば
「

離

れ
て

つ
な

が
る

」
こ

と
が

実
現

で
き

る
の

か
を

考
え

て
い

か
ね

ば
な

り
ま

せ
ん

。
（

p
.
1
7
6
）

 

フ
ィ

ジ
カ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

シ
ン

グ
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
コ

ネ

ク
テ

ィ
ン

グ
（

物
理

的
に

距
離

を
取

り
、

社
会

的
に

つ

な
が

る
こ

と
）

の
流

れ
に

適
し

た
共

助
の

仕
組

み
を

検

討
し

て
い

く
こ

と
も

必
要

か
も

し
れ

な
い

。

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ス

テ
ッ

ク
の

高
度

化

と
普

及

『
コ

ロ
ナ

が
変

え
た

世

界
』

P
ヴ

ァ
イ

ン
、

天
笠

啓
祐
（

フ
リ

ー
ジ

ャ
ー

ナ

リ
ス

ト
）

4
）

今
回

の
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

に
よ

る
感

染
拡

大
は

、
こ

れ
ま

で
世

界
が

歩
ん

で
き

た
経

済
優

先
一

辺
倒

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
、
I
T
化

へ
の

在
り

方
へ

の
警

告
だ

と
思

い
ま

す
。

…
一

次
産

業
中

心
、

…
環

境
優

先
の

政
策

が
必

要
で

す
。
（

ｐ
.
3
3
-
3
4
）

 

経
済

優
先

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

、
ワ

ー
ク

ス
タ

イ
ル

が

見
直

さ
れ

、
新

た
な

動
き

が
出

て
く

る
可

能
性

が
あ

る

こ
と

を
継

続
的

に
見

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
 

価
値

観
の

転
換

に

よ
る

新
た

な
社

会

潮
流

の
発

生
 

『
現

代
思

想
 

感
染

パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
』

青
土

社
5
）
、

水
嶋

一
典

（
メ

デ
ィ

ア
文

化
研

究
／

社
会

思

想
史

）

少
な

く
と

も
二

つ
の

傾
向

を
読

み
取

る
こ

と
が

出
来

る
。
一

つ

は
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
技

術
が
「

非
常

事
態

」
を

構
成

す
る

不

可
欠

の
要

素
と

し
て

よ
り

広
く

、
深

く
配

備
さ

れ
て

い
く

と
い

う
傾

向
で

あ
り

、
も

う
一

つ
は

巨
大

テ
ッ

ク
企

業
の

所
有

す
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
「

監
視

」・
「

管
理

」・
「

制
御

」
等

を
兼

ね
備

え
た

社
会

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
の

働
き

を
ま

す
ま

す
強

め

て
い

く
傾

向
で

あ
る

。
…

ア
メ

リ
カ

政
府

が
…

ス
マ

ホ
か

ら
収

集
し

た
デ

ー
タ

の
使

用
法

に
つ

い
て

、
G
o
o
g
l
e
等

の
テ

ッ
ク

企

業
と

協
議

を
重

ね
て

い
る

…
。
現

在
の

危
機

は
、
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

や
モ

デ
リ

ン
グ

技
術

を
「

監
視

」
や
「

社
会

統
制

」
に

つ

な
が

る
も

の
と

し
て

頭
か

ら
「

悪
」
と

決
め

つ
け

、
自

動
的

に

批
判

し
て

し
ま

い
が

ち
だ

っ
た

旧
来

の
分

析
視

角
を

、
今

日
の

新
た

な
メ

デ
ィ

ア
環

境
の

中
で

問
い

直
す

た
め

の
機

会
を

提

供
す

る
か

も
し

れ
な

い
。
（

p
.
4
0
－

4
1
）

 

我
々

一
人

一
人

の
行

動
と

密
接

な
連

動
性

を
持

つ
デ

ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

情
報

の
影

響
力

が
増

し
て

く
る

。
官

民

を
超

え
て

、
そ

の
適

切
な

活
用

を
プ

ラ
ク

テ
ィ

カ
ル

に

検
討

し
て

い
く

環
境

が
出

来
て

く
る

。
消

防
機

関
は

、

民
間

企
業

を
含

め
た

他
機

関
と

の
連

携
が

ま
す

ま
す

重

要
に

な
る

。

デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ

ア
情

報
の

社
会

的

活
用

の
進

展
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表
5
-
1
-
2
 

該
当

箇
所

の
抽

出
及

び
「

地
震

時
の

問
題

」
へ

の
影

響
の

推
定

（
4
/
4
）
 

資
料

名
 

該
当

箇
所

（
抜

粋
）

 
将

来
社

会
像

、
地

震
時

の
問

題
へ

の
影

響
 

影
響

キ
ー

ワ
ー

ド
 

『
コ

ロ
ナ
・
シ

ョ
ッ

ク
は

世
界

を
ど

う
変

え
る

か
』

中
央

公
論

新
社

6
）
、
イ

ワ

ン
・
ク

ラ
ス

テ
ラ
（

政
治

学
）

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
後

の
世

界
で

は
、
ウ

ィ
ル

ス
到

来
以

前

の
傾

向
と

対
立

に
拍

車
が

か
か

る
だ

ろ
う

と
考

え
て

い
た

。
そ

う
い

っ
た

意
味

で
は

わ
た

し
は

、
こ

の
ウ

ィ
ル

ス
は

以
前

の
も

の
を

破
壊

す
る

の
で

は
な

く
増

幅
す

る
も

の
だ

と
思

っ
て

い

る
。
（

p
.
0
2
1
）

 

コ
ロ

ナ
前

に
展

望
し

て
い

た
将

来
像

（
の

一
部

）
が

意

外
に

早
く

実
現

し
、

そ
こ

か
ら

ま
た

新
た

な
変

化
を

生

み
出

し
て

い
く

こ
と

を
見

込
ん

で
お

く
必

要
も

あ
る

。

社
会

変
化

の
迅

速

化
 

『
現

代
思

想
 

コ
ロ

ナ

と
暮

ら
し

』
青

土
社

7
）
、

テ
ィ

ル
・
ク

ナ
ウ

ト
（

日

本
近

現
代

史
）

「
コ

ロ
ナ

危
機

」
の

も
う

一
つ

の
影

響
は
「

テ
レ

ワ
ー

ク
」
や

「
ホ

ー
ム

オ
フ

ィ
ス

」
が

社
会

全
体

に
拡

張
す

る
こ

と
で

あ

る
。

…
テ

レ
ワ

ー
ク

の
普

及
に

関
連

す
る

も
う

一
つ

の
側

面

は
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

対
策

と
言

う
名

目
で

の
社

会
統

制

が
延

長
す

る
こ

と
で

あ
る

。
（

p
.
5
8
）

 

テ
レ

ワ
ー

ク
の

拡
大

を
は

じ
め

、
政

府
等

に
よ

る
市

民

の
統

制
が

強
化

さ
れ

る
こ

と
に

対
す

る
懸

念
が

広
が

る
。

将
来

は
、

そ
の

問
題

を
回

避
で

き
る

技
術

と
社

会

的
チ

ェ
ッ

ク
機

能
が

進
展

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
も

の

と
考

え
ら

れ
る

。

デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ

ア
情

報
の

社
会

的

活
用

の
進

展

『
感

染
症

社
会

―
ア

フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
の

生
政

治
』

人
文

書
院

8
）
、
美

馬
達

哉

（
医

療
社

会
学

）

自
分

自
身

が
強

制
さ

れ
た

わ
け

で
も

な
く

所
有

す
る

モ
バ

イ

ル
機

器
に

、
強

制
さ

れ
た

わ
け

で
も

な
く

無
自

覚
的

に
集

積
さ

れ
て

い
く

身
体

情
報

な
ど

の
デ

ー
タ

が
、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

の

監
視

の
対

象
に

な
る

状
況

を
「

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

監
視

」
と

呼
ぶ

こ
と

に
し

よ
う

。
さ

ら
に

、
モ

バ
イ

ル
機

器
を

外
出

時
の

通
行

証
と

し
て

利
用

す
れ

ば
、
監

視
と

行
動

制
限

を
一

致
さ

せ
る

こ

と
も

可
能

だ
。（

p
.
1
9
6
）
…

他
者

へ
の

ケ
ア

と
結

び
つ

い
た

と

き
、

そ
れ

は
2
4
時

間
体

制
で

の
見

守
り

と
も

な
り

得
る

。
地

域
で

の
自

立
生

活
を

す
る

障
害

者
、
独

居
や

老
老

介
護

の
高

齢

者
、
突

然
死

の
不

安
を

抱
え

た
病

者
、
家

に
じ

っ
と

し
て

お
ら

ず
動

き
回

る
子

ど
も

な
ど

に
よ

っ
て

、
「

良
き

」
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
監

視
は

自
由

を
犠

牲
に

せ
ず

安
全

か
つ

自
律

的
に

生
き

る

こ
と

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
技

術
と

も
な

り
得

る
だ

ろ
う

。
だ

が
、

そ
れ

は
精

密
に

個
人

レ
ベ

ル
で

作
動

す
る

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と

支
配

の
道

具
に

も
な

り
得

る
。
（

p
.
1
9
9
‐

2
0
0
）

我
々

一
人

一
人

の
行

動
と

密
接

な
連

動
性

を
持

つ
デ

ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

情
報

の
影

響
力

が
増

し
て

く
る

。
官

民

を
超

え
て

、
そ

の
適

切
な

活
用

を
プ

ラ
ク

テ
ィ

カ
ル

に

検
討

し
て

い
く

環
境

が
出

来
て

く
る

。
消

防
機

関
と

民

間
企

業
を

含
め

た
他

機
関

と
の

連
携

可
能

性
が

高
ま

る
。

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ト

レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

の

浸
透
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４ キーワードと将来社会像、地震時の問題への影響の集約 

前３で抽出されたキーワードと、関連する「将来社会像」「地震時の問題」へ

の影響を表 5-1-3 に集約した。 

 

表 5-1-3 キーワードと関連する将来社会像、地震時の問題への影響 

 
コロナ問題の影響を

表すキーワード 
将来社会像、地震時の問題への影響 

① 社会変化の迅速化 
・コロナ前に展望していた将来像が意外に早く実現し、そこからまた

新たな変化を生み出していくことを見込んでおく必要もある。  

② 

価値観の転換によ

る新たな社会潮流

の発生 

・経済優先のライフスタイル、ワークスタイルが見直され、新たな動

きが出てくる可能性があることを継続的に見ていくことが必要。  

③ 
オートメーション

化の浸透 

・生活、産業等にあらゆる場面でオートメーション化が加速度的に進

展する。それを前提にした新たな消火・救助活動の可能性が開かれる

一方で、それが途絶した場合のリスクが高まることになり、その両面

への配慮が必要になってくる。 

④ 

デジタルトランス

フォーメーション

の加速 

・様々な官民サービスがオンライン化され、高齢者も含めてオンライ

ンサービスの活用が日常化する。ネット上で出来ることが増す一方

で、災害時にそのネットへのアクセスが途絶えるリスクが増すことに

なり、ネットとリアルの使い分けといったリスク対応の重要性が増し

ていく。 

⑤ 

デジタルメディア

情報の社会的活用

の進展 

・我々一人一人の行動と密接な連動性を持つデジタルメディア情報

の影響力が増してくる。官民を超えて、その適切な活用を現実的に検

討していく環境が出来てくる可能性がある。消防機関は、民間企業を

含めた他機関との連携可能性が高まる。 

⑥ 
ヒューマントレー

サビリティの浸透 

・人の動きをモニタリングする技術が高度化し、日常の中に埋め込ま

れていく。個々人の行動履歴や所在情報を共有する仕組みが構築され

ていけば、災害時の地域での助け合い、救助活動での活用につながっ

ていく可能性がある。 

・制度や技術への信頼が増し、個人情報の提供による各種官民サービ

スの享受が日常化する可能性がある。特に災害時に何らかの支援を必

要とする障がい者や高齢者等については、一定の個人情報（所在、服

用する薬、関係者連絡先等）を管理される仕組みが出来る可能性があ

る。 

⑦ 

コンタクトレステ

ックの高度化と普

及 

・フィジカルディスタンシング、ソーシャルコネクティング（物理的

に距離を取り、社会的につながること）の流れに適した共助の仕組み

を検討していく必要がある可能性がある。 

・対人ロボット、VR、遠隔サービスなどの新技術を防災や避難、救

助活動等の場面で活用できる。 

⑧ 
地方・郊外への分散

化 

・東京から地方への分散、東京のなかでも郊外への分散が一定程度進

む可能性がある。都心部の高層マンション増加傾向が弱まる可能性も

あることを視野に入れておく必要がある。 

⑨ 

在宅勤務の日常化

による昼間人口の

分散化 

・在宅勤務の動きは、東京の住宅事情（サイズ、立地等）を変えてい

くことになる可能性がある。ある程度のサイズを確保できる周辺エリ

アに緩やかに分散していく可能性があることを視野に入れておく。  

・在宅勤務の普及により、地域（住宅地）の昼間人口が増える可能性

があることも視野に入れておきたい。ただし、人口増加はイコール共

助力向上とは限らないことには注意を要する。  
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５ コロナによる社会への影響の考察 
前４で整理した、コロナが社会に及ぼす影響を構造化したものを図 5-1-1 に

示す。 

 

 

 

コロナの影響の大局として、「①社会変化の迅速化」と「②価値観の転換によ

る新たな社会潮流の発生」という、Ⅰ．【価値観の変化】が生じ、変化が常態化

する社会となっている。 

そして、このⅠ．【価値観の変化】における具体的な影響として、Ⅱ．【デジ

タル社会化】とⅢ．【人口動態の変化】が発生している。 

Ⅱ．【デジタル社会化】については、これまでもスマートフォンの普及に代表

されるように、社会のデジタル化が着実に進行してきたところである。 

しかし、コロナを機に③から⑦に対する社会的な需要が急速に高まり、これ

までとは比較にならない速度でリアルとバーチャルが融合する社会の日常化

が進行している。 

また、Ⅲ．【人口動態の変化】については、Ⅱのデジタル化の動向と連動し、

物理的・地理的な分散化が社会において一定程度進むことが考えられる。典型

例として、リモートワークの増加といった変化が発生しているが、⑧⑨のよう

な、人口動態の変化が今後、どの程度、定着するかに注目する必要がある。 

 

図 5-1-1 新型コロナウィルスが社会へ及ぼす影響の構造化図 
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６ コロナの影響が「将来社会像」「地震時の問題」に与える影響 
前４で抽出したコロナの影響を表すキーワードを活用し、「将来社会像」・「地

震時の問題」への影響を確認した。60 個の「地震時の問題」に対し、キーワー

ドの③～⑨がコロナの影響として関連する可能性を考察した（表 5-1-4）。な

お、キーワードの①②は全体に影響を与えるものとして扱っている。 

 

表 5-1-4 コロナの影響が及ぶと考えられる「将来社会像」・「地震時の問題」（1/6） 

番

号 
将来社会像 地震時の問題 

影響が及ぶと考えられる 

キーワード 

（ ）は「地震時の問題」

にのみ影響 

1 

小中高校の指導内容が、データサイ

エンスやプログラミング重視となっ

ており、今後もこうした傾向が続く。 

デジタルやバーチャルでの教育が中心とな

り、便利な機器等が無くなった場合の生活経

験の不足や現実的な問題に直面した時の対

応力の低下により、自助・共助に力を発揮で

きる人が減少する。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

2 

テレワークの普及が進展する傾向に

あり、自宅など、事業所以外の場所で

業務を行う人が今後もさらに増加す

る。 

発災時に事業所にいる従業員数の減少や、従

業員同士が顔を合わせる機会の減少により、

事業所内での初期消火や救助等に関する対

応力が低下する。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑨在宅勤務の日常化による

昼間人口の分散化 

3 

テレワークの普及が進展する傾向に

あり、自宅など、事業所以外の場所で

業務を行う人が今後もさらに増加す

る。 

従業員の勤務する場所が分散することによ

り、発災時の安否確認が困難になる。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑨在宅勤務の日常化による

昼間人口の分散化 

4 

センシングやＡＩ技術により、今後

は、人間が自ら判断・行動しなくても

要求が達成できるようなサービスが

実現する。 

判断や行動を各種ツールやサービスにゆだ

ねることに慣れてしまい、地震の影響でそれ

らが活用できなくなると、身を守るための判

断や行動を自発的に行うことができない人

（自助力が低い人）が増加する。 

③オートメーション化の浸

透 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑤デジタルメディア情報の

社会的活用の進展 

5 

より高速・大容量・低遅延化・多数同

時接続が可能な通信が実装され、今

後、通信によって実現されるサービ

スが拡大する。 

通信インフラの発達に伴うサービスへの依

存度が高くなり、通信が途絶した場合には各

種サービス等が受けられない。 

③オートメーション化の浸

透 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑤デジタルメディア情報の

社会的活用の進展 

6 

より高速・大容量・低遅延化・多数同

時接続が可能な通信が実装され、今

後、通信によって実現されるサービ

スが拡大する。 

通信インフラの発達に伴うサービスへの依

存度が高くなり、通信が途絶した場合には正

確な情報の発信や受信ができない。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑤デジタルメディア情報の

社会的活用の進展 

7 

より高速・大容量・低遅延化・多数同

時接続が可能な通信が実装され、今

後、通信によって実現されるサービ

スが拡大する。 

通信インフラの発達に伴うサービスへの依

存度が高くなり、通信が途絶した場合には口

コミなどの不確実な情報に流されやすくな

る状況が発生する。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑤デジタルメディア情報の

社会的活用の進展 

8 

都区部を中心に超高層マンションの

建設が継続するなど、高層マンショ

ンの居住者数の増加は継続する。今

後さらに高層階の居住者数は増加す

る。 

長周期地震動による人的・物的被害が多く発

生する。 
⑧地方・郊外への分散化 

9 

都区部を中心に超高層マンションの

建設が継続するなど、高層マンショ

ンの居住者数の増加は継続する。今

後さらに高層階の居住者数は増加す

る。 

停電や断水、エレベーターの停止等により高

層マンションでは生活できない人が多数発

生する。 

⑧地方・郊外への分散化 

10 

都区部を中心に超高層マンションの

建設が継続するなど、高層マンショ

ンの居住者数の増加は継続する。今

後さらに高層階の居住者数は増加す

る。 

高層マンションにおける居住者が増えるこ

とにより、高層マンションにおける消火活動

や救助活動が増加する。特に地震時は長周期

地震動などの影響で、多数、発生する。 

⑧地方・郊外への分散化 
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番

号 
将来社会像 地震時の問題 

影響が及ぶと考えられる 

キーワード 

（ ）は「地震時の問題」

にのみ影響 

11  

2040 年には 2020 年と比較し、人

口の総数が減少する。その内訳とし

て、高齢者人口は増加、年少人口・生

産年齢人口はともに減少する。地域

別では、特に多摩地区での人口の減

少が大きい。 

年少人口・生産年齢人口の減少により、地域

における共助の担い手が減少する。 

（⑨在宅勤務の日常化によ

る昼間人口の分散化） 

12 
前期高齢者の就業増や共働き世帯の

増加しており、今後も増加する。 

前期高齢者の就業増や共働き世帯が増加に

伴い、地域に残るのは後期高齢者が中心（特

に昼間）となり、比較的活発に動ける人が減

少するため、現在よりも共助力の低下が発生

する。 

（⑨在宅勤務の日常化によ

る昼間人口の分散化） 

13 

単独世帯は 2040 年まで増加を続

け、特に高齢単独世帯の増加が顕著

となる。 

単独世帯（特に高齢単独世帯）の増加により、

家庭内での地震時の対応等を独力で求めら

れるため、世帯単位での自助力の低下が発生

する。 

－ 

14 

自治会・町会の加入者は減少し、高齢

化が進んでいる。商店街も減少して

いる。 

地域コミュニティの縮減によって地域のつ

ながりが薄れ、共助力の低下した（共助体制

が取れていない）地域が増加する。 

（⑦コンタクトレステック

の高度化と普及） 

（⑨在宅勤務の日常化によ

る昼間人口の分散化） 

15 

現状で外国人居住者は出身国ごとの

コミュニティを形成して居住する傾

向がある。今後も外国人居住者の増

加が見込まれる中、外国人のコミュ

ニティが各地で形成、増加する。 

価値観の多様化や複数の文化が混在するこ

とより、コミュニティ間での情報共有の方法

が複雑化し、災害時に必要な協力関係の構築

が現在より困難になる。 

－ 

16 

現状で外国人居住者は出身国ごとの

コミュニティを形成して居住する傾

向がある。今後も外国人居住者の増

加が見込まれる中、外国人のコミュ

ニティが各地で形成、増加する。 

多様な価値観や文化を有するコミュニティ

が多数、形成される中、自治体がそれらのコ

ミュニティに統一的な震災対策を浸透させ

ることが困難になる。 

－ 

17 

空き家が増加傾向である。今後も戸

建て・共同住宅・マンションによら

ず、空き家戸数は増加を続ける。 

管理（メンテナンス）の行き届かない空家が

増加し、建物倒壊や火災の延焼拡大のリスク

を増大させる。 

－ 

18 

空き家が増加傾向である。今後も戸

建て・共同住宅・マンションによら

ず、空き家戸数は増加を続ける。 

増加する空家の情報を把握しきれず、地震時

に空き家なのかどうかの確認をとるのに時

間を要する。 

－ 

19 

空き家が増加傾向である。今後も戸

建て・共同住宅・マンションによら

ず、空き家戸数は増加を続ける。 

空き家と認識していたとしても、増加する空

き家に勝手に住み着く者が増えることによ

り、要救助者の有無の確認が必要になる。 

－ 

20 

共同住宅への居住率が年々高くなっ

ており、今後もその傾向が続くと予

想される。 

一方で、築５０年を超える老朽マン

ションが今後、急速に増加する。 

老朽化した共同住宅において、経年劣化によ

る防火性能の低下や消防用設備の機能不全

が発生し、火災が延焼拡大するリスクが増加

する。 

－ 

21 

木造住宅の建て替えが進み、今後、不

燃領域率が上昇して延焼火災の可能

性が減る。 

木造住宅密集地域の解消までには至らず、建

物の倒壊危険や延焼危険の高い地域が残存

する。 

－ 

22 

生産緑地に対する固定資産税を優遇

する制度の期限が２０２２年に終了

するため、今後、生産緑地の転売、宅

地への転用が促進される。 

現在の生産緑地が宅地に転用され、新しい建

物が集まり、これまでにはなかった(例えば、

延焼速度は遅いが消しづらく、長時間燃え続

けるなど）火災の延焼拡大するリスクが発生

する。 

－ 

23 

生産緑地に対する固定資産税を優遇

する制度の期限が２０２３年に終了

するため、今後、生産緑地の転売、宅

地への転用が促進される。 

生産緑地が宅地に転用されることにより、新

しい住宅街が形成され、延焼拡大しやすい新

たな地域が発生する。 

－ 

137



 

 

 

番

号 
将来社会像 地震時の問題 

影響が及ぶと考えられる 

キーワード 

（ ）は「地震時の問題」

にのみ影響 

24 
高齢者人口は都全域で増加し、介護・

医療の需要増加をもたらす。 

高齢者人口の増加に伴い、要配慮者も増加す

る。 
－ 

25 
地域包括ケアシステムが実現した場

合、在宅医療の患者が増加する。 

在宅医療を選択する人が増え、地震時に停電

等の影響で在宅医療機器が使用できず、支援

や救護を要する対象者が増加、かつ地域に分

散して居住している。 

⑥ヒューマントレーサビリ

ティの浸透 

⑧地方・郊外への分散化 

⑨在宅勤務の日常化による

昼間人口の分散化 

26 

橋梁、トンネルの老朽化が進んでお

り、今後、財政不足等から修繕が間に

合わないケースが予想される。 

老朽化した橋梁、トンネルが地震によって被

災し、緊急車両等の通行障害が増加する。 
－ 

27 

橋梁、トンネルの老朽化が進んでお

り、今後、財政不足等から修繕が間に

合わないケースが予想される。 

老朽化した橋梁、トンネルが地震によって被

災し、孤立地域の発生が増加する。 
－ 

28 

電気自動車の普及がさらに進み、今

後、街中や自宅での充電ステーショ

ンの設置が進む。 

停電時に充電できず、使用できなくなる電気

自動車が路上に滞留し、通行に支障を来す。 
－ 

29 

2040 年には 2020 年に比較し、都

心部を中心に人口が増加する。職住

近接し、特に集合住宅世帯が圧倒的

に増加すると予想される。 

都心部における人口増に対し、避難所の整備

が追い付かない。 

⑥ヒューマントレーサビリ

ティの浸透 

⑧地方・郊外への分散化 

30 

2040 年には、小中学校の耐震化は

100％に達するが、築 30 年を超え

た校舎が大半となる。 

避難所が老朽化で危険になる。 － 

31 

小中学校が統廃合され、今後もさら

に減少傾向と予想される。 

2040 年には、小中学校の耐震化は

100％に達するが、築 30 年を超え

た校舎が大半となる。 

避難所が減ること、避難所の安全性が担保さ

れないことから自宅に留まることを選択す

る都民が増え、負傷、逃げ遅れるリスクが高

まる 

（⑦コンタクトレステック

の高度化と普及） 

32 
外国人居住者や外国人旅行者の増加

が見込まれる。 

旅行などで来日した多数の外国人が言葉の

問題等のために地震時にはどのように行動

すれば良いか分からず、外国人旅行者のけが

人等が増える。 

－ 

33 

中央新幹線が開業することにより、

東京－名古屋－大阪間の移動が現在

よりも一般的（首都圏内を移動する

イメージ）になる。 

遠方からの出張者、観光客等が都内に増加

し、地理等に精通していないために地震時に

はどのように行動すれば良いか分からず、け

が人等が増える。 

－ 

34 

国立・私立中高への進学率は高く、通

学時間が長くなっており、今後もこ

うした傾向が続くと予想される。 

自宅から離れた学校に通う中高生が登下校

中に被災する可能性があり、けがを負ったり

帰宅困難に陥る生徒が増える。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑥ヒューマントレーサビリ

ティの浸透 

35 

国立・私立中高への進学率は高く、通

学時間が長くなっており、今後もこ

うした傾向が続くと予想される。 

自宅（地域）から離れた学校に通う中高生が

増えると、地域の共助力の担い手が減少す

る。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑥ヒューマントレーサビリ

ティの浸透 

36 

シェアリングエコノミーが様々な形

態で一般化してきており、今後、個人

資産を共有し、自己で資産を持たな

いことが一般的になる可能性があ

る。 

様々な生活物資のシェアリングが進むと、災

害時に調達に困るものが増加する。 
－ 

37 

温室効果ガスの削減のため、水素ガ

スの活用が進められており、今後、

様々な場面での水素エネルギーの活

用が予想される。 

2040 年では水素ステーション等の普及が

途上のため、震災時には燃料補給できず、使

用できなくなる燃料電池車等が発生する。 

－ 
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番

号 
将来社会像 地震時の問題 

影響が及ぶと考えられる 

キーワード 

（ ）は「地震時の問題」

にのみ影響 

38 

電子商取引は増加傾向にあり、今後、

消費活動の多くが現実の店舗ではな

くインターネットを介して行われる

ことになる。 

電子商取引の進展により物品が物流センタ

ー等に集まり、震災時、近隣の商店や物販店

で容易に物資を入手することが困難になる。 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

39 

電子商取引は増加傾向にあり、今後、

消費活動の多くが現実の店舗ではな

くインターネットを介して行われる

ことになる。 

地震に伴う停電やシステムの不具合等の影

響で電子商取引が使用できず、食糧品等の購

入が難しくなる。 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

40 

行政サービスのデジタル化が進めら

れており、今後、手続き等がオンライ

ン化される可能性がある。 

地震に伴う停電やシステムの不具合等の影

響により、自治体等が各種データを参照でき

ず、災害時に必要な情報を活用できなくな

る。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

41 

医療機関においてカルテの電子化が

進められており、将来的には個人が

電子カルテを保有、活用するように

なる。 

地震に伴う停電やシステムの不具合等の影

響で電子カルテの情報を読み出せず、診療時

に必要な情報を医療機関等が活用できなく

なる。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

42 
市町村合併や職員数の削減がさらに

進むと予想される。 

防災を専門とする職員が自治体で減少し、災

害時の公助による対応力が低下する。 
－ 

43 

都の財政は社会保障費が増加し、今

後、防災にかかる経費が確保困難と

なる。 

都独自で公共インフラの耐震化や備蓄等を

維持することが困難となる。 
－ 

44 

医療機関の受療者数が増加してお

り、特に一般診療所を受療する人の

増加傾向が強い。施設数は、都内での

病院数にほとんど変化がない一方、

一般診療所が増加している。 

地震時に小規模な診療所が開設できず、地震

による負傷者と平時からの受療者が災害拠

点病院に集中する。 

－ 

45 

遠隔医療の技術が向上し、近傍で高

度な医療が可能な医療機関がない地

域でも、診療・治療を受けられるよう

になる。 

停電や通信が途絶した場合、遠隔医療が受け

られず、特に医師が不足する地域において診

療体制の維持が困難になる。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

46 

今後、要介護認定者数はさらに増加

し、認知症患者も増加する。要介護者

増加に対して、介護職員数も増加し

ているが需要には追い付いていな

い。 

地震時の被災等によって介護者が対応でき

なくなり、要介護者への支援が行き届かな

い。 

－ 

47 

特別養護老人ホームの需要が増える

一方で、介護職員数の供給が間に合

っていない。今後、在宅生活が困難で

あるにもかかわらず、特別養護老人

ホーム等が受け入れられないために

自宅等で生活する高齢者が増加す

る。 

地域に居住する要介護認定者が増加する中、

地震時の生活環境の悪化に対応できず、体調

不良や災害関連死が増加する。 

－ 

48 

販売職、事務職、生産工程従事者が、

ロボット等に代替され、都内では従

事者が少なくなる。 

ロボット等では地震のような突発的な災害

に対して、初期消火や救助に関する柔軟な対

応ができない。 

③オートメーション化の浸

透 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

49 

販売職、事務職、生産工程従事者が、

ロボット等に代替され、都内では従

事者が少なくなる。 

無人化が進むと、停電やシステム障害等の影

響で機能が停止し、業務継続できない。 

③オートメーション化の浸

透 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

50 

IoT や AI による在庫管理により、今

後、必要最低限の商品を効率的に管

理する市場となる。 

ＩｏT やＡＩによる最小限での効率的な在

庫管理を行っているために、余剰物資が少な

く、かつ停電時には利用ができなくなること

で、災害時の必要物資の供給に支障が出る。 

③オートメーション化の浸

透 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

139



 

 

 

番

号 
将来社会像 地震時の問題 

影響が及ぶと考えられる 

キーワード 

（ ）は「地震時の問題」

にのみ影響 

51 

周囲の道路状況をセンサーで収集・

分析できるコネクテッドカ―が普及

し、今後、走行中の車両の事故状況等

が迅速に収集可能となる。 

地震による停電時にはセンサー情報が得ら

れず、渋滞や事故の発生につながる。 

③オートメーション化の浸

透 

52 

地区内でガス等を利用した自律分散

型発電と再生可能エネルギーのミッ

クスによる自律分散型電力供給が図

られる。 

今後、新たに開発される地域ではビ

ルや地区単位でエネルギーが確保さ

れる。 

自律分散型電源をもつ建物でも、地震で電源

の不具合が生じた場合にすべての機能が停

止する。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

53 

温室効果ガスの削減のため、水素ガ

スの活用が進められており、今後、

様々な場面での水素エネルギーの活

用が予想される。 

地震時に水素ステーションからの水素の漏

出が火災につながるなど、新しいエネルギー

源の普及が新たなリスクを発生させる。 

③オートメーション化の浸

透 

54 

日本でもキャッシュレス化が進んで

おり、今後、多くの消費活動がキャッ

シュレスで実行される可能性があ

る。 

停電やシステム停止等の影響で電子マネー

等が使用できなくなり、食糧や医薬品などの

必需品を購入できなくなる。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

55 

現在のスマートフォンや SNS とい

ったサービス、ツールに加え、新しい

技術を用いたサービス、ツールが一

般化すると考えられる。 

今後、新たに普及する情報共有手段を使えな

い方（経済的な事情や高齢により）には、災

害情報が伝わらない。 

④デジタルトランスフォー

メーションの加速 

⑤デジタルメディア情報の

社会的活用の進展 

56 

猛暑日の増加や大雨の日数が増加す

る等、今後、異常気象によって生活に

影響が出る可能性がある。 

地震による堤防の破堤と豪雨のタイミング

が重なるなど、複合災害の危険性が高まる。 
－ 

57 

猛暑日の増加や大雨の日数が増加す

る等、今後、異常気象によって生活に

影響が出る可能性がある。 

震災時に盛夏が重なることで被災地での生

活や対応（住民、行政ともに）が過酷になる。 
－ 

58 

猛暑日の増加や大雨の日数が増加す

る等、今後、異常気象によって生活に

影響が出る可能性がある。 

震災時に強雨が重なる可能性が高くなり、対

応や復旧が困難になる。 
－ 

59 

2040 年までにいくつかの鉄道計画

があり、鉄道の複々線化、新路線の建

設、直通運転の開始等が進む。 

被災地から離れた場所でも多くの帰宅困難

者が発生するなど、複々線化、新路線の建設

によって地震の影響が広域化する。 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

⑧地方・郊外への分散化 

60 

2040 年までにいくつかの鉄道計画

があり、鉄道の複々線化、新路線の建

設、直通運転の開始等が進む 

複々線化、新路線の建設に合わせてタワーマ

ンションが建設されるなど、沿線人口の急増

に対して都市基盤の整備が追い付かず、地震

に対して脆弱な地域が発生する。 

⑦コンタクトレステックの

高度化と普及 

⑧地方・郊外への分散化 
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７ 考察 
前６での確認により、コロナの影響に関連する「地震時の問題」として、33

個が該当すると考えられる。これらの問題について、Ⅱ．【デジタル社会化】と

Ⅲ．【人口動態の変化】の影響の 2 つの視点からコロナの影響を考察する。 

 ⑴ デジタル社会化の影響 

③～⑦に該当する「地震時の問題」については、主にデジタル利用への依

存が地震時の混乱を大きくする点を指摘しているが、社会におけるデジタル

化の加速が、予想した以上の速さで将来社会像を実現し、地震時の問題をよ

り顕在化させると考えられる。 

 一方で、コロナの影響を受け、東京消防庁においても感染拡大防止を最大

限に図る努力をし、防災体験施設の臨時休館、救命講習等の中止、自衛消防

訓練や検査業務の延期といった感染拡大防止を優先した応急対策を余儀な

くされた。 

そのような中、ゲーム上の仮想空間を活用した防災啓発、防災訓練等のオ

ンライン学習など「新しい日常」に対応した防火防災訓練等を実施するなど、

これまでとは異なるアプローチで都民の防災力の向上への取り組みも始ま

っている。 

今後はデジタル社会の進展を受け、xR を活用した更なる高度なリモート

型防災訓練の整備など、新たな潮流を踏まえた震災対策を引き続き充実して

いく必要があるものと考える。 

 ⑵ 人口動態の変化の影響 

 令和 2 年のコロナ禍において、九州地方を中心に台風 10 号接近に伴い、

感染拡大防止の対策で定員を減らした 500 余りの避難所で、住民が入れない

状況となった。台風の進路が逸れたこともあり、大きな被害は発生しなかっ

たが、人の分散を図るために遠くの避難所や宿泊施設まで避難した住民もい

た。 

コロナによる影響は、災害と感染症といった災害の複合化の危険性と、避

難所不足といった潜在的な課題を露呈させる結果となった。顕在化した避難

所不足の課題については、仮に⑧「地方・郊外への分散化」が実際に生じれ

ば、避難所不足の緩和につながる可能性もある。しかし、高層マンションの

増加というトレンドは存在している為、現時点では室内安全や初期消火とい

った自助、共助力を育成し、在宅避難対策と早めの縁故避難等を啓発する重

要性が増したと捉えるべきと考える。 

⑨「在宅勤務の日常化による昼間人口の分散化」は、感染予防のためにコ

ンタクトレステックの急速な浸透や、デジタル化の進展によって、テレワー

クが日常化し、昼間でも地域に人がいる状況を作り出す可能性がある。こう

した状況が定着すれば、在宅勤務者を、各地域における共助の担い手に取り
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込む可能性として、意識啓発を行い地域に貢献する防災力の育成に繋げるな

どの対応を図っていく必要がある。 

人口動態の変化はデジタル社会化と比較すると、現時点で明確化した動き

とは言い難いが、今後、どこまで定着するかを見極めつつ、対策の強化の取

り組む機会を逃さないことが重要である。 

 

 以上から、コロナの影響による本審議への反映については、「デジタル社会化」

をトレンドの加速として、「人口動態の変化」を不明確な動きに注視しながら引き

続き対策を検討していくものと捉えて、ここまで審議してきた「将来社会像」や

「地震時の問題」を転換することまではせず、対応の変化への留意事項として扱

うものとする。 
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